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会社概要

本社：東京都中央区

従業員数：2,106名（単体）

6,164名（連結）

生産拠点：6事業所（本体）

：12社（国内関係会社）

：24社（海外関係会社）

川越製造所

埼玉製造所

富士製造所

守山製造所

西神工場

岡山工場



PRTR-01

環境負荷マスバランス

Input

電力：8,357万kWh

A重油：5,266KL

LPG：198ﾄﾝ

都市ガス：10,440ﾄﾝ

原料（溶剤等）
：212,177ﾄﾝ

副資材（ドラム缶等）
：11,147ﾄﾝ

用水：315万m3

Output

CO2（ｴﾈﾙｷﾞｰ由来）
：21,437ﾄﾝ

廃棄物発生量
：16,809ﾄﾝ

排水：254万m3

化学物質：94.2ﾄﾝ
Products

189,364ﾄﾝ

・インキ ・塗料
・樹脂 ・粘・接着剤
・塗工材 ・化成品
・着色剤 ・表示材料

※PRTR法第一種指定
化学物質と日化協
指定物質をあわせた
480物質群。
※PRTR法対象物質の
排出量は66.8ﾄﾝ。

東洋ｲﾝｷ本体
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化学物質の管理

化学物質リスク管理規則（2003年5月施行）

①東洋インキ使用禁止物質
→いかなる製品にも意図的に含有させない。

②東洋インキ第１種使用制限物質
→エンドユーザーに渡った段階で１％以上含有しない
ように配慮する。

③東洋インキ第２種使用制限物質
→人の皮膚または口腔に直接かつ長時間接触する可能
性のある製品用途に使用しない。

・ｶﾄﾞﾐｳﾑ及びｶﾄﾞﾐｳﾑ化合物 ・鉛及び鉛化合物
・PBB（ﾎﾟﾘﾌﾞﾛﾓﾋﾞﾌｪﾆﾙ）類
・石綿 ・結晶性ｼﾘｶ ・ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
・ｺｰﾙﾀｰﾙ ・塩化ﾋﾞﾆﾙなど14物質
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2005年11月18日：下記の物質に対し「継続的に摂取される
場合には、人の健康を損なうおそれがある」可能性示される

2-(3,5-ｼﾞ-tert-ﾌﾞﾁﾙ-2-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾌｪﾆﾙ)-2H-ﾍﾞﾝｿﾞﾄﾘｱｿﾞｰﾙ

「ﾁﾇﾋﾞﾝ320」（CAS RN 3846-71-7）

N

N

N

HO

2005年11月28日：当社で使用実績のないことを確認

2006年1月12日：「東洋インキ禁止物質」に追加することが
了承される

2006年1月13日：第一種特定化学物質として指定することが
適当であるとの結論（経済産業省）
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東洋インキPRTRシステム

・原料組成データ
・製品組成データ
・PRTRデータ

・処方（販売・調色）データ
・販売データ

PRTR系

ホスト系

購入先

購入先

納入先

自治体

原料

成分データ

原料

成分データ

製品

製品PRTR

工場PRTR
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化学物質の排出量の推移

化学物質の内訳
（2004年度、本体）

課題：化学物質削減のための具体的な計画・方策の明確化

（ﾄﾝ）

（年度）

製品の水性化や製造時に
溶剤として使用する揮発
性有機化合物の回収

・排出対象の化学物質に関する
製品の生産量の増加
・製造時に揮発性有機化合物を
多く必要とする「加工度の高
い製品」の生産量の増加
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ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙ事業

環境省のﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙ事業として川越市の「かわごえ環境ﾈｯﾄ」主催で実施

実施日：2003年3月10日（月）

事業所：東洋ｲﾝｷ製造（株）川越製造所

参加者：「かわごえ環境ﾈｯﾄ」関係者28名

内容
10:00～10:20：東洋ｲﾝｷ、川越製造所の

概要説明
10:20～10:25：工場見学の説明
10:25～12:00：工場見学
12:00～13:00：昼食
13:00～13:30：東洋ｲﾝｷの環境への取り

組みの説明
13:30～14:20：川越製造所の環境への取

り組みの説明
14:30～15:30：質疑応答
15:30～16:00：講評、ｱﾝｹｰﾄ回答

※2月19日（水）事前ｾﾐﾅｰを実施
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ﾄﾙｴﾝの大気拡散ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ図

（社）日本化学工業協会ｹﾐｶﾙ

ﾘｽｸ研究会が作成したﾄﾙｴﾝの

大気拡散ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ図を使用

※1年間の気象ﾃﾞｰﾀを入力

0.75ppb

0.15ppb

「見えないものを明確にしてい

る情報であり、市民の安心に繋

がる」と高い評価を得る



PRTR-01

環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

名称を「ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」から「環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」に変更

実施日：2004年11月3日（祝）

事業所：東洋ｲﾝｷ製造（株）川越製造所

参加者：32名
※近隣６自治会の正副会長
※近隣企業の環境担当者
※環境省環境保健部 なども参加

内容：
10:00～12:30：勉強会
・意見交換会のめざすこと
・川越市の環境への負荷
・市民生活とPRTR制度
・PRTR対象物質の説明 など
12:30～13:00：昼食
13:00～14:00：工場見学
14:10～15:20：川越製造所の環境活動

に関する説明
15:30～16:40：意見交換会
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環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの評価

環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ終了後に、参加者に対して内容の理解や
化学物質に対する不安などについてのｱﾝｹｰﾄを実施

ｱﾝｹｰﾄ回答（内容の理解） ｱﾝｹｰﾄ回答（化学物質への不安）内容を理解してもらうための
より一層の工夫が必要
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公害調停とﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

2003年1月22日、「さいたま西部ﾀﾞｲｵｷｼﾝ公害調停をすすめる会」と
川越製造所の焼却炉廃止についての公害調停を締結

・焼却施設の見学、土壌等の採取

・土壌汚染対策法の含有量基準を超過した

土壌の掘削除去

・焼却炉排ｶﾞｽ中の重金属測定

・焼却炉解体に関する事前説明会の実施

当社の姿勢を「誠実である」と評価して

いただき、当社は「環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」

への参加を依頼
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ｵﾘｴﾝﾀﾙ化成（株）でのﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

2004年6月10日、関係会社のｵﾘｴﾝﾀﾙ化成（株）の土壌・

地下水汚染に関して、近隣住民に対する説明会を実施
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ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝについてのまとめ

川越製造所を中心に様々なﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを実施

・ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙ事業：2003年3月10日

・さいたま西部ﾀﾞｲｵｷｼﾝ公害調停をすすめる会

とのﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ：2003年4月～

・有害化学物質削減ﾈｯﾄﾜｰｸ（Tｳｵｯﾁ）とのﾘｽｸ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ：2004年9月20日

・環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ：2004年11月3日

課題：他事業所へのﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの水平展開


